
（別紙３）

～ 令和7年2月14日

（対象者数） 19 （回答者数）
14

～ 令和7年2月14日

（対象者数） 3 （回答者数）
3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

　研修や訓練については、事業団の各事業所と連携を図りな

がら実施していくことも必要であると考える。

2

　外部研修へも積極的に参加する機会を設け、職員の更なる

意識の高揚を図りたい。

3

　今後も、子どもの現状について的確に踏まえ、有意義な計

画を作り、子どもたちが成長していけるような支援に努めて

いきたい。

　事業安全計画を作成し、研修や訓練を実施している。 　非常時に速やかに適切に対応できるよう心がけている。

　虐待を防止するため、適切な対応をしている。 　事業所内研修を行うとともに、法人内研修へも参加し、職

員の意識の高揚を図っている。

　個別活動と集団活動を組み合わせてデイサービス計画を作

成している。

　普段から子どもの観察に努め、現在の状況を踏まえてデイ

サービス計画を作成し、支援を行っている。

令和7年1月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年2月25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 いるかデイ中屋敷

○保護者評価実施期間
令和7年1月15日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

　事業団本部と連携を図りながら、第三者による外部評価の

実施を検討していくことが必要であると考える。

2

　地域のニーズを集め踏まえながら、必要に応じて、事業所

の事業へ地域の方々が参加できるような検討をしていきたい

と考える。

3

　事業団本部と連携を図りながら、必要な職員数を確保でき

るようにしていきたい。

　職員の配置数が不足している。 　今後、職員数は増える予定だが、現在の時点では配置数は

足りないと考えている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

　現在、第三者により外部評価が行われていない。 　現在、自己評価のみであり、自分たちが気づかない視点や

対応策が把握しにくい状況であると考える。

　地域に開かれた事業運営が難しいと考える。 　事業所内で運営が完結しているが、これまでは、特に問題

はないと考えてきた。


